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關

山

暉

師

の

生

年

説

に

つ

い

て

一

荻

須

純

道

關
山
縄
師
の
生
年
読
に
つ
い
て
は
、
建
治
三
年

(
一
二
七
七
)
と
永
仁
五
年

(
一
二
九
七
)
と
の
二
説
が
あ
る
。
前
者
は
漢
興
祀
芳

(
一
七
三

六
!

一
八
〇
六
)
の
樹
下
散
稿
と
此
山
玄
淵

(
一
七
一=
ー

一
七
八
三
)
の
正
法
山
六
租
傳
考
彙
に
誌
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

後
者
は
磨
輝

普
善

(
一
六
七
三
ー

一
七
四
三
)
の
關
山
國
師
別
傳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

前
者
の
説
は
妙
心
寺
に
傳
統
的
に
あ
る
も

の
で
、

雪
江
宗
深

(
一

四
〇
八
ー

一
四
八
六
)
の
撰
す
る
正
法
山
六
祀
傳
の
妙
心
關
山
玄
輝
師
の
行
状
に
よ
る
も
の
で
、
關
山
が
延
文
五
年

(
一
三
六
〇
)
十
二
月
十
二

日
、
世
壽
八
十
四
才
を
以
て
示
寂
し
た
と
誌
さ
れ
る
か
ら
逆
算
し
て
建
治
三
年
に
生
誕
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
読
は
雪
江
の
正

法
山
六
租
傳
に

年
垂
三
二
十
一適
値
=
建
長
開
山
忌

一

と
あ
る
こ
と
よ
り
推
し
て
永
仁
五
年
を
以
て
生
誕
と
し
、
示
寂
し
た
延
文
五
年
は
動
か
な
い
な
い
か
ら
、
世
壽
を
六
十
四
才
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

す
な
わ
ち
建
長
寺
開
山
大
畳
暉
師

(蘭
漢
道
隆
)
は
、

弘
安
元
年

(
一
二
七
八
)
七
月
二
十
四
日
に
示
寂
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も

と
關
山
が
永
仁
五
年
に
生
誕
し
た
と
す
る
な
ら
、

大
覧
暉
師
の
五
十
回
忌
法
要
が
螢
ま
れ
た
嘉
暦
二
年

(
一
三
二
七
)
は
關
山
は
年
三
十

一
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才
の
時
と
い
う
こ
と
に
な
る
α

こ
の
建
長
寺
開
山
大
覧
繹
師
五
十
回
忌
法
要
の
と
き
、
宿
忌
の
鐘
を
聞
き
威
儀
を
整
え
て
西
來
院
に
赴
き
誠
経
を
し
た
が
、
同
列
の
曾
に

問
い

「
方
今
海
内
の
叢
林
で
誰
か
活
手
段
の
宗
師
た
る
や
」
と
い
え
ば

「
我
聞
く
洛
の
大
燈
國
師
悪
辣
の
手
段
を
具
す
。
人
を
殺
す
に
眼
を

誕
せ
ぎ
る
底
の
和
尚
な
り
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
實
状
を
き
き

「
こ
れ
我
が
眞
の
善
知
識
な
り
」
と
い
い
宿
忌
が
ま
だ
絡
ら
な
い
の
に
西
來
塔

下
を
去
り
京
都
に
向
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
法
要
の
螢
ま
れ
た
嘉
暦
二
年
に
は
大
燈
の
道
風
と
み
に
あ
が
つ
た
と
き
で
あ
る
。

も
し
關
山
の
生
誕
が
建
治
三
年
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
大
覧
暉
師
五
十
回
忌
の
法
要
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
關
山
は
五
十

一
才
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
も
大
燈
の
道
風
を
き
い
て
た
だ
ち
に
西
來
院
を
去
り
、
露
眠
草
宿
、
渇
駁
の
泉
に
向
う
よ
う
な
思

い
で
、
書
夜
を
分
た
ず

京
都
に
向
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
旺
盛
な
求
道
心
を
も
つ
關
山
が
五
十

一
才
ま
で
も
未
徹
了
で
あ
つ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と

阿
部
芳
春
氏
は
建
治
三
年
説

(世
壽
八
十
四
)
に
反
封
し
、
永
仁
五
年
説

(世
壽
六
十
四
)
の
安
當
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

關
山
國
師
別
傳
の
永
仁
五
年
説
を
と
つ
た
の
は
、
川
上
孤
山
氏
の
妙
心
寺
史
で
あ
る
。
も
つ
と
も
川
上
氏
は
永
仁
四
年
と
し
て
い
る
が
世

壽
六
十
四
才
説
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「法
山
六
租
傳
に
よ
れ
ば
大
師
の
壽
は
八
十
四

・
法
騰
は
六
十
四
と
あ
る
。
け
れ
ど
も
別
傳
に

所
謂
大
師
の
出
世
を
永
仁
四
年
と
す
れ
ば
人
壽
正
に
六
十
四
と
な
る
課
で
あ
る
。
蓋
し
大
師
出
世
年
月
を
高
梨
家
系
譜
の
様
に
建
治
三
年
と

す
れ
ば
八
十
四
才
と
な
る
。
然
し
大
師
出
家
の
年
月
そ
の
他
か
ら
考
讃
し
て
見
る
と
、
六
租
傳
の
法
騰
を
以
て
人
壽

と
す
る
の
が
正
鵠
か
と

思
は
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
林
岱
雲
氏
の
日
本
輝
宗
史
に
牧
め
ら
れ
る

「妙
心
寺
開
創
付
關
山
慧
玄
略
傳
」
も

「
別
傳
」
に
重
き
を
お
い
て

記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
封
し
て
柴
野
恭
堂
氏
は
妙
心
寺
六
百
年
史
に
、
世
壽
六
十
四
歳
説
に
つ
い
て
論
述
し

「
別
傳

(駿
河
國
蒲
原
龍
雲
寺
の
鷹
暉
座
元

の
録
出
に
し
て
、
和
泉
國
泉
光
寺
の
古
漢
座
元
が
祀
芳
師
に
投
與
せ
る
も
の
を
云
ふ
。
樹
下
散
稿
所
載
)
に
依
れ
ば

、
大
師
の
降
誕
は
伏
見
天

皇
の
永
仁
四
年
四
月
其
母
金
色
の
頭
陀
來
り
て

一
枝
の
華
を
恵
む
と
夢
み
て
懐
娠
せ
し
が
、
翌
歳
孟
輌
の
人
日
に
誕
す
、
金
光
室
に
盈
ち
摯
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家
歎
異
せ
り
と
言
ふ
。
邸
ち
大
師
は
永
仁
五
年
正
月
七
日
の
出
世
と
な
り
、
租
芳
師
の
建
治
三
年
説
に
後
く
る
る
こ
と
二
十
年
、
而
し
て
示

寂
の
延
文
五
年
十
二
月
十
二
日
に
は
攣
り
な
き
を
以
て
、
世
壽
六
十
四
歳
と
な
る
な
り
。
今
若
し
此
の
読
に
從
ふ
と
す
れ
ば
、
大
師
の
大
慮

に
就
て
薙
髪
せ
ら
れ
し
は
徳
治
二
年
郎
ち
、
大
鷹
建
長
に
住
す
る
の
年
に
相
當
し
、
其
時
大
慮
よ
り
二
十
年
の
記
前

を
受
け
た
り
と
し
て
、

爾
後
二
十
を
経
た

る
建
長
の
開
山
五
十
年
忌
嘉
暦
二
年
は
丁
度
大
師
の
三
十

一
歳
の
時
と
な
る
が
故
に
、

六
祀
傳

の

『未
γ有
一一啓
獲
者
一年

垂
=三
十
一適
値

一建
長
開
山
忌
一』
諸
山
開
祀
傳

の

『
年
垂
=三
十
一未
γ有
二啓
登
ご

本
朝
高
信
傳

の

『無
γ所
=獣
化

一適
値
=
開
山
大
覧
忌
一』

扶
桑
暉
林
信
寳
傳
の

『
未
レ有
一一人
啓
嚢
一而
立
之
歳
値
一一建
長
開
山
忌
一』
等
の
記
述
と
殆
ん

ど
合
理
的
に

一
致
す
る
も
の
と
考

へ
ら
る
。

又

別
傳
に
所
謂
嘉
暦
の
初
頃
大
師
の
老
租
を
夢
見
た
る
こ
と
も
、
記
荊
を
受
け
て
よ
り
二
十
年
後
な
る
が
如
く
に
記
き
れ
て
あ
り
。
故
に
大
燈

の
聲
響
を
聞
い
て
之
に
赴
き
た
る
事
情
等
を
も
参
酌
し
て
、
大
師
の
世
壽
を
六
十
四
族
と
爲
す
を
以
て

一
鷹
安
當
な
る
か
の
如
く
に
想
は
し

む
る
も
の
な
き
に
非
ず
。
然
し
ー

中
略

其
は
す
べ
て
六
租
傳
の
文
意
を
誤
り
傳

へ
た
る
に
起
因
せ
る
後
世

よ
り
の
想
像
に
過
ぎ
ざ
る

べ
し
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に

「由
來
、
雪
江
の

『
年
垂
一一三
十
一』
な
る
文
字
は
大
師
傳
に
葛
藤
を
生
ず

る
の
因
と
な
れ
り
。
師
ち

正
法
山
六
租
傳
に
於
て

『年
垂
=
三
十
一適
値
二建
長
開
山
忌
一』
と
あ
る
は
其
の
同
じ
く

『
世
壽
八
十
四
』
と
記
す
所

と
矛
盾
を
生
ず
れ
ば
な

り
。

故
に
吾
人
は
此
の
文
を
前
句
に
績
け
て

「未
レ有
=啓
登
者
一年
垂
二
三
十
一」
と
讃
む
べ
く

『適

く
』
は

『適
來
』
の
意
味
と
見
ず
し
て

『偶
々
』
の
意
味
に
採
る
べ
し
。
雪
江
師
此
の
誤
り
易
き
文
字
を
傳

へ
て
よ
り
、
扶
桑
暉
林
侶
寳
傳
及
び
諸
山
開
租
傳
は
之
を
襲
踏
し
た
る

が
故
に
、
途
に
大
師
の
世
壽
に
封
す
る
疑
惑
を
産
む
に
至
り
だ
り
。
ま
た
關
山
國
師
別
傳
に
世
壽
六
十
四
説
と

一
致

す
る
記
事
あ
り
て
、
盆

々
後
世
の
疑
惑
を
深
む
る
も
の
あ
る
な
り
。
川
上
孤
山
師
之
れ
に
迷
ひ
、
近
時
阿
部
芳
春
氏
の
如
き
は
極
力
六
十
四
旗
説
を
主
張
す
れ
ど
も

弦
に
は
之
れ
を
採
ら
ず
」
と
し
て
い
る
。

二
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こ

こ
で
問

題

に
な

る

の

は
正

法
山

六
租

傳

の

「
年

垂

一一三
十

一適

値

=
建

長
開

山

忌

一」

と

い
う
証

述

で
あ

る
α

も

し

建
治

三
年

(
=

一
七
七
)

説

を

と

れ
ば

、

關

山

の

三
十

歳

は
徳

治

元

年

(
噌
三
〇
六
)

で
あ
り

、

大

燈

は
ま

だ

大
鷹

に

つ
き

修
行

申

で
あ
り

、

建

長

寺
開

山

蘭

漢

道
隆

の
示
寂

し

た

の
は

弘
安

元

年

(
一
二
七
八
)

で
あ

る

か
ら

二
十
何

回

忌

と

い
う

こ
と

に

な

つ
て
種

々
矛

盾

す

る

こ
と

に

な

る

。
そ

こ
で
紫

野

氏

の

い
う

よ
う

に

「
未

γ有

=
啓
畿

者

一
年
垂

三
一一
十

一」

と
讃

め
ば

一
鷹

關

山

傳

は
安

當

と

な

る
如

く

で

あ

る
。

す

な
わ

ち

關

山

が
父

と
と

も

に

鎌
倉

に
出

て
廣
嚴

和

尚

を

拝

し

て
薙

染

し

た

の

は
永

仁

五
年

の
年

二
十

一
の
と

き

で
あ

る

と

「
考

彙

」

は
誌

し

て

い
る

か

ら
、

「
年
垂

一一三

十

一」

は
爾

來

三
十

年

の
歳

月

を

経

た

と

で
も

い
う

の

で
あ

ろ

う

か
。

で
あ

る

と
す

れ
ば
嘉

暦

二
年

(
」
三
二
七
)

の
建
長

開

山
忌

の
螢

ま

れ

た

と
き

は
、

五

十

一
歳

で
あ
り

、

そ

し

て
大

燈

に
相
看

し

た

の
も

こ
の
年

で
あ

る
。

し

か

し

「
年

垂

=
三
十

一」

の

「
年

」

は
歳

月

で
あ

る

か

年
齢

で
あ

る

か
、

こ

の
文

だ

け

で

は
明

瞭

で

な

い
。

「
八
十

四

歳

示
寂

」

を
考

慮

し

て
讃

ま

な
け

れ

ば
、

嘉

暦
三

年

が

五
十

一
歳

で
あ

る

こ

と

を
直

ち

に
知

る

こ
と

は
出

來

な

い
。

租

芳

の
樹

下
散

稿

に
よ

れ

ば
、

「
年

垂

二
一二
十

一」

は

「
當

γ
作

一一
五

十

」

と

な

し

、
天

澤

東
胤

録

漱
噸

脚
、
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
誌
し
て
い
る
。

天
澤
東
胤
録
、
關
山
縄
師
傳
系
日
、
大
燈
生
二干
弘
安
五
年
一、
及
三
一十
三
歳
一始
牲
=鎌
倉
一見
二
大
鷹
一
、
二
十
六
受
二其
印
可
晶、
僻
回
住
二

静
京
東
雲
居
一者
二
十
年
、
四
十
五
出
=世
紫
野
大
徳
寺
一、
五
十
六
歳
入
滅
。
關
山
和
尚
生
一一干
建
治
三
年

一、
長
一一大
燈
一者
六
歳
、
北
朝
延

文
五
年
入
滅
、

壽
八
十
四
也
。

然
則
關
山
來
一一参
紫
野
一時
在
一一大
燈
出
世
之
後
一。

關
山
既
五
十
鯨
歳
　
。

世
日
下年
垂
三
二
十
一始
謁
=大

徳
一相
申
見
國
師
上
者
非
也
。

す
な
わ
ち
大
燈
の
生
誕
は
弘
安
五
年

(
一
二
八
二
)
で
あ
り
、

關
山
の
出
生
は
建
治
三
年

(
一
二
七
七
)
で
あ
る
か
ら
、

關
山
は
大
燈
よ
り

五
歳

(文
中
六
歳
と
あ
り
)
の
年
長
者
で
あ
る
。
大
燈
が
大
徳
寺
に
出
世
し
た
の
は
五
十
五
歳

(嘉
暦
元
年
)
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
の
嘉
暦

二
年
に
關
山
は
大
燈
に
相
見
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
關
山
は
五
十

一
歳
で
あ
る
。
そ
れ
で
租
芳
は
關
山
が
年
三
十
に
垂
ん
と
し
て

始
め
て
大
徳
寺
で
相
見
し
た
と
す
る
の
は
非
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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一
艦

、

こ

の

「
年

垂
三
二
十

一
適
値

二
建
長

開

山

忌

一」

と

い
う
語

句

は
寛
永

版

の
正

法
山

六
租

傳

に
よ

つ
て
見

る

の

で

あ

る
が
、

此
山

の

「
正

法

山

六
租

傳

考

彙

」

に

は

牲

二
相

陽

一葬

=
廣

嚴

和

尚

一薙
染

、

己

識

三
宗

門

有

二
佛

祀

大
事

因

縁

一、

而

未

γ
有

=
啓

誕

者

一、

去

=
其

所

一或

留

=
其

所

一、

不

=
復
與

レ
時

相

o

。

。

。

㈲

待

一、

年

喩

二
五
十

一適

値

二
建

長
開

山

忌

一、

聞

二
宿

忘

鐘

一整

威

儀

一赴

=
西

來

庵

一
調
経

。

と

あ
り

、
寛

永

版

に
は

「
未

有

啓
護

者

、
年

垂

三

十
」
と

な

つ
て

い
る
が

考

彙

に
は

「
未

γ
有

=
啓

嚢

者

一」
の
次

に

「
去

二
其

所

一或

留

二
其

所

一
、

不

=
復

與

レ
時

相
待

一」

の
語

句

が

あ
り

、

「
年

垂

=
三

十

一
」

は

「
年
喩

;
五

十

一
」

と

な

つ
て

い
る
。

こ

の
考

彙

は

寛
永

版

刊

行

以

前

の
多

少

異

な

る
教

本

の
古
篤

本

の
冠

註
、

傍

註

や
別

考

等

の
諸

書

を
會

し

て
編

纂

さ

れ

た

の
が

こ
の

「
正

法

山

六
租

傳

考

彙

」

で

あ

る
。

こ

の
別
考

㈲

と
は
租
芳
の
撰
す
る

「
六
租
傳
別
考
」
で
あ
る
が
此
山
は
同
時
代
の
學
曾
祀
芳
の
六
租
傳
別
考
も
参
考
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
考
彙

の
標
註
略
例
に
從
え
ば
、

oo

奮
版
本
文
字
或
段
節
梢
紙
　
之
威
今
檬
=古
篤
本
一而
校
訂
筆
削
、
然
其
庭
庭

一
一
註
=到
之
一、
則
却
覧
=
混
清
一是
故
止
　
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
寛
永
版
の
本
文
や
文
字
、
段
節
等
の
誤
謬
あ
る
と
こ
ろ
は
、
古
爲
本
に
よ
つ
て
校
訂
筆
割
し
た
と
い
う
。
い
ま
こ
の

「年
垂
三
二
十
一」
の
字
句
を

「
年
瞼
一一五
十
一」
と
改
め
た
の
も
古
篤
本
に
よ
つ
て
訂
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
祀
傳
の
寛
永
版
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
寛
永
十
七
年

(
一
六
四
〇
)
で
あ
り

妙
心
寺
の
行
者
能
橿
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

行
者
と
は

法
衣
帯
刀
を
許
さ
れ
、
寺
門
の
経
螢
に
携
わ
り
、
金
銭
出
納
に
關
與
し
妙
心
寺
の
造
螢
を
捲
當
し
た
。
そ
し
て
妙
心
寺
の
年
中
行
事
や
法
要

に
は
殿
司
を
つ
か
さ
ど
つ
た
。
こ
の
行
者
の
初
代
は
赤
澤
能
傳
で
南
化
玄
興
の
俗
弟
子
で
あ
つ
た
。
こ
の
赤
澤
家

の
能
鱈
の
と
き
、
こ
の
六

租
傳
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
租
芳
の
六
租
傳
別
考
に
よ
れ
ば
、

此
ノ
六
租
傳
今
ノ
板
行

ハ
本
山
ノ
行
者
能
倦
が
寛
永
十
七
年
印
刻
ス
ル
也
。

行
者
能
倦
也
。

此
ノ
印
本
所
所
不
γ宜
所
有
リ
。
此
印
刻
以

㈹

前
、
慶
長
五
年
庚
子
古
鳥
本
今
現
二
花
園
大
雄
院
所
藏
ナ
リ
。
此
ノ
爲
本
宜
所
多
シ
。
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と
あ
り
、
行
者
能
僑
が
折
角
印
刻
し
た
が
、
こ
の
寛
永
版
は
誤
り
多
く
不
適
宜
な
虜
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
印
刻
以
前
の
古
篤
本
に
妙
心

寺
塔
頭
の
大
雄
院
所
藏
の
も
の
が
あ
り
、

こ
の
古
篤
本
は
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
の
も
の
で
信
頼
出
來
る
旨
を
誌

し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が

こ
の

「年
垂
三
二
十
一」
に
つ
き
租
芳
は

「
別
考
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
印
本
在
一一三
十
一不
γ宜
、
慶
長
五
庚
子
之
古
篤
本
作
一一五
十
一、
爲
レ是
關
山
祀
在
一一鎌
倉
一凡
三
十
年
也
、
始
参
=
大
燈
一五
十

一
戯
也
、
随

一一侍
大
燈
一四
年
也
、
關
山
租
勝

天

燈
一五
歳
也
、
雪
江
和
尚
關
山
傳
與
=妙
心
寺
記
一編
、
東
陽
和
尚

工
潤
文
ヲ
被
仰
付
ナ
リ
。

有
一琿
林

諸
租
傳
ト
云
書
一、
甚
珍
書
ナ
リ
。

其
諸
祀
傳
中

二
雪
江
和
尚

ノ
草
木
ノ
マ
マ
ノ
開
山
傳
ト
妙
心
寺
記
ト
ヲ
載

ス
、

文

ハ
不
花
ナ
レ
ド
モ

實
録
ナ
レ
バ
甚
可
也
。
水
戸
黄
門
公
所
藏
有
二此
書
一。
曾
華
園
長
興
院
有
=
一
人
曾
」
、後
宗
改
=巣
門
一爲
=隠
元
侍
者
一。
隙
元
有
=侍
者
一、

ゆ
い
り
よ
う

一
人
謂
=唯
了

一、

一
人
謂
二唯
龍
一、
其
唯
了
師
長
興
院
之
曾
而
改
γ宗
、
示
後
還
俗
爲
=水
戸
公
儒
官
一謂
二佐
々
助
三
郎
一、
爲
下
花
園
盛
徳

院
象
泉
和
爾
與
一助

三
郎
一奮
識
上
、
故
象
泉
和
尚
依
之
牲
二常
州
一閲
二水
戸
公
藏
書
一。
師
諸
租
傳
有
二藏
書
中
一、
其
傳
中
三
十
之
三
字
作
γ

五
.
釜

+
嚢

塊

此
印
本
往
々
誤
多
発

毒

東
胤

論

儲
職

灘
難

録
参
=昊

燈
蒔

五
+
亀

趣
意

こ
れ
に
よ
つ
て
み
れ
ば
、
第

一
に
慶
長
五
年
の
古
篤
本
に

「
五
十
」
と
な
つ
て
い
る
か
ら
、
關
山
は
鎌
倉
に
在
る

こ
と
凡
そ
三
十
年
で
あ

り
、
始
め
て
大
燈
に
参
じ
た
の
は
五
十

一
歳
で
あ
り
、
大
燈
に
随
侍
し
た
の
は
四
年
で
あ
つ
た
。
し
か
も
關
山
は
大
燈
よ
り
五
歳
年
長
で
あ

つ
た
こ
と
。
第
二
に
は
雪
江
は
關
山
傳
と
妙
心
寺
記
と
を
作
り
、
門
下
の
東
陽
英
朝
に
潤
文
を
さ
し
た
が
、
水
戸
黄
門
所
藏
で
あ
つ
た
暉
林

諸
租
傳
に
、
雪
江
の
草
本
の
ま
ま
の
關
山
傳
と
妙
心
寺
記
が
あ
り
、
こ
の
書
を
妙
心
寺
塔
頭
盛
徳
院
の
象
先

(泉
は
誤
り
)
が
か
ね
て
か
ら

奮
識
の
あ
る
水
戸
の
儒
官
佐
々
助
三
郎
を
通
じ
て
こ
の
書
を
閲
し
た
と
こ
ろ

「年
垂
三
十
」
の

コ
一こ

の
字
は

「
五
」
に
な
つ
て
お
り
五
十

の
誤
爲
で
あ
る
こ
と
を
象
先
に
よ
つ
澄
せ
ら
れ
た
こ
と
。
第
三
に
は
天
澤
東
胤
録
に
關
山
が
大
燈
に
参
見
し
た
の
は
五
十
歳
で
あ
る
と
記
し

て
い
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
租
芳
は
關
山
が
始
め
て
大
燈
に
参
見
し
た
の
は
五
十

一
歳
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
寛
永
版
正
法
山
六
祀
傳
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の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
◇
慶
長
五
年
の
古
篤
本
や
、
師
蟹
門
下
の
象
先
の
謹
言
を
以
て
し
た
り
、
ま
た
天
澤
東
胤
録
を
参
考
し
て
論
述
し

て
い
る
。
こ
の
象
先
は
か
つ
て
師
攣
が
本
朝
高
櫓
傳
、
延
寳
傳
燈
録
編
纂
の
と
き
、
師
貼
と
と
も
に
助
力
し
た
門
人

で
あ
る
。
師
轡
が
本
朝

㈱

高
僧
傳
を
撰
述
す
る
頃
は
へ

寛
永
版
の
記
述
を
否
定
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、

疑
問
の
ま
ま

「無
γ所
二
獣
化
一適
値
二開
山
大
覧
忌
一」
と

し
年
令
の
記
述
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
象
先
は
の
ち
に
水
戸
に
い
た
つ
て
暉
林
の
諸
租
傳
中
に
雪
江
の
草
本
の
ま
ま
で
あ
る
關
山

傳
や
妙
心
寺
記
を
見
て
、
寛
永
版
の
非
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

 

さ
て
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
永
仁
五
年
生
誕
読
、
す
な
わ
ち
關
山
が
世
壽
六
十
四
歳
を
以
て
示
寂
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

「雪
江
が
世
壽
八
十
四
、
法
騰
六
十
四
、
岩
延
文
五
年
十
二
月
十
二
日
也
」
と
誌
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

後
世
こ
の
よ
う
な
疑
惑
を
生
じ
た
の
は
寛
永
版
の
誤
植
に
よ
る
も
の
で
、
そ
こ
に
二
十
年
の
誤
差
を
生
じ
た
。
佛
教
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る

師
蟹
も
本
朝
高
僧
傳
に
お
い
て
は
漠
然
と
し
て
い
る
し
、
無
著
道
忠
も
正
法
山
誌
に
は
鯛
れ
て
い
な
い
。
た
だ
租
芳
と
此
山
の
二
學
匠
の
み

が
寛
永
版
正
法
山
六
租
傳
の
誤
謬
を
指
摘
し
、
そ
の
是
正
に
力
め
て
い
る
。
し
か
も
此
山
は
考
彙
編
纂
に
あ
つ
て
租
芳
の
六
租
傳
別
考
を
参

考
し
た
ら
し
い
か
ら
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
は
祀
芳
で
あ
る
。
尤
も
租
芳
は
か
れ
よ
り
や
や
先
輩
で
あ
る
慮
善
普
善
の
撰
述
し
た
關
山

國
師
別
傳
に
刺
激
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

磨
暉
の
關
山
國
師
別
傳
は
租
芳
の
樹
下
散
稿
の
中
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
鷹
暉
の
關
山
國
師
別
傳
が
雪
江
の
正
法
山
六
租
傳

と
根
本
的
に
異
な
る
記
述
は
永
仁
五
年
の
生
誕
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
示
寂
し
た
延
文
五
年
は
動
か
な
い
か
ら
世
壽
六
十
四
歳

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
雪
江
の
記
す
る

「世
壽
八
十
四
、
法
騰
六
十
四
、
岩
延
文
五
年
十
二
月
十
二
日
也
」
と
い
う
記
述
と
齪
酷
す
る
か

ら
、
世
壽
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
さ
き
に
述
べ
る
よ
う
に
寛
永
版
六
租
傳
が
誤

つ
て

「年
垂
二
三
十
一適
値
二建
長
開
山
忌
一」
と
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し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
と
つ
て
逆
算
し
て
生
誕
年
次
と
し
關
山
傳
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
も

大
磨
の
建
長
入
寺
の
徳
治
二
年

(
一
三
〇
七
)
や
大
覧
五
十
年
忌
の
嘉
暦
二
年

(
一
三
二
七
)
と
か
、
ま
た
大
燈
か
ら
印
可
さ
れ
た
元
徳
二
年

(
=
三

一〇
)
も

示
寂
年
月
と
同

じ
く
動
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
て
關
山
の
年
齢
が
二
十
年
若
く
な
つ
て
く
る
。
雪
江
の
正
法
山
六
租
傳
と
鷹
揮

の
關
山
國
師
別
傳
と
を

比
較
し
主
な
る
黙
を
あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

(正
法
山
六
祀
傳
)

(關
山
國
師
別
傳
)

一
、
生
年

永
仁
五
年
正
月
七
日

永
仁
丙
申
四
年
四
月
其
母
夢
、

金
色
頭
陀
來
恵
二
一
枝
華
一乃

有
γ娠
、
翌
載
孟
頼
人
日
誕
、
金
色
盈
γ室
學
γ歎
異
。

二
、
生
地
蛇
に
俗
牲

信
州
人
、
俗
姓
源
氏

信
州
更
科
人

む

む

高
梨
高
禦
孫
也
。

俗
姓
源
氏
高
家
商
男
也
。

三
、
高
梨
家
の
信
仰

師
家
世
く
植
二信
種
一、
其
租
父
嘗
帰
二
敬
樵
谷
仙
暉
師
一頗
景
二

奉
租
道
「、故
奉
二
一
子
一以
入
=繹
門

一、
得
度
之
後
謂
=
月
谷
忠

暉
師
一者
是
師
伯
父
也
、

忠
師
参
=
諸
老
一末
後
謁
=大
鷹
始
租

干
筑
之
興
徳
一、
蚤
卸
=角
駄
一逮
ヨ大
鷹
稟
=横
岳
請

一、
奉
補
=

興
徳
一、
次
覗
=象
干
興
聖
一、
師
父
新
創
一一廣
嚴
寺
於
郷
里
一、
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四
、

得
父 度
携
往
粕
墜
肇
亘
幅
鼻
拝
震
嚴
和
璽
薙
染
o

 

四

、

五

、

鎌
倉
で
の
修
行

梢
長
識
三
宗
門
有
=佛
租
大
事
因
縁
一、而
未
γ有
二啓
議
者

一

嘉
暦
二
年
大
燈
に
参
見
す
る
事
情

(
五
)

年

垂

二
三

十

一適

値

=
建

長
開

山

忌

一
、
聞

二
宿

忌

鐘

一整

二
威

儀

一
、

赴

=
西

來

院

一誠

経
、

擦

γ
位
立

γ
班

、

師

謂

二
同

列

一
日

方

今

迎

二
忠

師

一住

γ
弦

旦

夕

問

γ
道

、
師

廼

七
歳

而

乗

=
童

役

一
、

師

年

十

一
、
徳
治

丁

末

鎌

倉
副

元

帥

乞

レ
朝

偉

三
大

慮

租
住

二
建

長

一
、
月

谷
己

聴

二
個

墾

一切

牲

=
鎌

倉

一
、
欲

レ
省

二
大

鷹

老

租

一、

父

亦

率

γ
師

楷

=
月

谷

一造

二
鎌

倉

一
、
師
拝

一一親

老

祀
尊

容

一粛

然

如

γ
得

=薔

物

一
、
孜

々
擬

二
欲

得

度

一
、父

亦
有

二
素

志

一故

不

γ
拒

許

與

。

就

二
月

谷

一懇

一求

薙

染

於
老

租

一
、
租
問

二
師

志

一
、父

告

以

一一師

李

素

一、

租

日
彼

今

渾

=
威

塵

俗

一観

=
塵

境

一
恰
如

γ見

二

糞

土

一因

宣

γ號

一一恵

眼

一、

稟

授

事

就
租

親

摩

頂

日

、
他

時

擁

二

老

檜

後

一者
爾

乎

、
云

授

一一封

紙

一
箇

一日

、

却

後

二
十
年

方

好

開

折

、

月

谷

復
親

構

一一
一
漢

庵

於
巨

幅

山

中

一
、
爲

=
老

祀

省
観

所

一
、
時

人

呼

謂

一廣
嚴

和

尚

一、

老

櫓

順
世

後

、

師

親

二
爽

月

谷

、

物

外

、

亘

山
、

伯

庵

等

同
門

間

一、

積

一一年

序

一者

二
十

年

嘉

暦

之

初

一
夜

夢

一一大

鷹

老

租

一、

租
切

告

γ
師

日
、

時

緑

己

熱

、

量

可

γ
爲

=
偶

爾

一、

師

夢

中
間

二
所

参

底

人

一、

租

乃

書

=
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海

内
叢

林
誰

爲

二
活

手

段
宗

師

一乎

。

或

者

日
、

我

聞

洛

之

大

燈

國

師

且
ハ
一一悪
辣

手

段

一、

殺

γ人

不

レ
睡

γ
眼
底

和

爾

也

、
師
問

其

實

如

何

、
日

、
近

日
有

=
一
僧

一相

着

、
展

舞
次

一
柄

利

刀
自

=

袖

中

一落

、

其

刃
如

二
氷
雪

一
、
國

師

怒

日
侍

者

柁

=
出

這

凶
蕪

一

付

一與

直

歳

一於

三
二
門

外

一速

令

=
棒

殺

一、

他

後
當

γ爲

一一佛
法

敵

一、

直

歳

印

如

二
慈

旨

一　

。

量
非

二
悪
辣

宗

師

一哉

、

師
聞

レ

焉

欣

然

而

是
我

眞

善

知

識

也
、

宿

忌

未

γ
終

自

=
西

來

塔

下

一

樫

赴

三
尽
師

一、

註

「
年
垂
三
十
」
は
寛
永
版
の
誤

り
に

つ
き

「
五
十
」
と
訂
正
す
る
。

六
、
關

字

透

過

の
時

一
夕

忽

然

會

=
得

雲

門
關

字

一、

急

上

=
方

丈

一呈

一一見

解

一、

國

師

鮒

γ手

日

爾

再
來

人

也

、

爾

初

興

二
老

信

一相
看

前

夜

夢

=
雲

門

大
師

來

一、

因

ゾ是

示

以

二
關

字

一
、
爾

今

透

徹
速

如

γ
此
也

、

宣

レ
號

=
關

山

一、

薔

諌

慧

眼
今

改

レ
眼

作

レ
玄

則

可
、

傍

作

γ
頒

而
謹

γ
之
、

一
偶

一日

、

眼
裡

視

論
云
審

一、

懸

崖

山
萬

偲

、
女

見

脚

慌

忙

、

呼

喚

紹

=
承

順

一
、
師

夢

中

調
埆

寛

而

覧
、

師

速

疾

起
來

書

レ施

獣

論

二
其

意

一、

師
時

登

二
而

立

年

一
、
將

=
租

翁
授

物

一、

就

二
天

源

一折

レ旛

、

中
有

=
一
偶

一、

師

感

歎
禮

拝

退
、

不

7日

有

一二

曾

一
、告

γ
師
日

此

問
宗

峰

和

尚

於

一一紫

野

一開

法

、
轍

匡

レ徒

領

レ

衆

宏

唱

二
南

浦

道

一、

師

聴

如

一一渇

駅

向

フ
泉

、

不

γ
分

二
書

夜

一

直

過

=
京

師

一

師

一
夕

忽

然
會

二
得
所

参

底

話

一、

李

日
碍

麿

物

一
時

撲

落

、

急

詣

=
方

丈

一呈

一所

悟

一
、
峯
日

上

古

榜
様

別

打

=
一
喝

一來

、
師

飼

レ
寮
而

急

書

=
一
喝

一呈

γ
施

、
偶

日

、
雲

門

關

鎖

太

孤
紹

、
萬

餌

懸

崖

撒

γ
手

難
、

活

路

通
無

一一小

語

一
、
看

看

大

道
是

長

安
、

峯
歎

日

、

牲
昔

六
租

許

二
可
南

岳

一日

、

汝

己

如

r
此

、

廼

用
二

一
器

一是

故

運

庵

租
師

於

=
天

澤

一、

老

租

於

二横

岳

先

師

授

之

際

一各

自

以
二
古
帆

未

掛

話

一、

復

先

師

横

岳

示

二
山

櫓

一與

レ
爾

示

復
爾

、

爾

如
今

透

徹

如

レ
斯
、

宜

レ
號

二
關

山

一
、

改

レ
眼
爲

γ
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七

、

八

、

大

燈
印

可

國

師

一
日
付

二
法
語

一、

其

略

日

、

萄
有

レ
人

則

於
一一壁
立

萬

刃

虚

一輕

輕

推

將

去
、

到

=
不

レ
回

γ
頭

時

節

一直

與

=
悪

辣
手

脚

一

全

腱

作

用

、
不

三
必

長

=
養

聖

胎

一、

専
有

γ
意

γ
憂

=
於

後

昆

一者

也

、
岩

元
徳

二
稔

仲

夏

上
灘

也

。

妙

心

寺

開
創

赴

・京

直

謁

二
華

園

離

宮

一皇

情

大
挽

、

先

令

下
一一
申

使

一謝

申
遠

來

上
、

且

約

日
、

朕

將

下
捨

=
離

宮

=
爲

中
伽

藍

上
、

當

下
請

一一和

尚

一作

申
開

山

始

租
上
、
但

願

聴

許

、
師

封

日

、
貧

道
錐

一一不

敏

γ
、

既

慮

=
宜

詔

一得

々
而

來

、
唯

命

也

耳

一天

顔

大

喜
、

於

γ是

草

=

創

正
法

山

妙

心
輝

寺

一、

降

=
勅

黄

一、

請

γ師

開

山

、

印

日
入

寺
開

堂

、
師
端

=
居
丈

室

一接

=
納

四
來

一
、
不

γ
專

=
威

儀
禮

樂

一
、

唯
棒

喝

交

馳

而
己

。

九
、

示

寂

玄

可
欺

、

傍

而

賦

レ
喝

謹

γ
旛
、

元
徳
庚
午
師
年
三
十
有
四
而
受
=記
荊
一、
其
略
日
、
古
人
得
レ

旨
後
深
隙
堅
鱈
、

不
三必
長
=養
虚
廓
聖
胎
一専
有
レ意
γ憂
=後

昆
一者
也
、

赴

二
京

兆

一印

詣

=
龍

峯
毘

耶

室

一候

二
間

病

痢

一
、
國

師

(
大
燈
)
擾

頭

日
、

此

間

上

皇

之
宏

願

呆

日

麗

r
天

-
中

略

-

先

師

指

=
庵

(安
井
鱈
光
庵
)後

面

(花
園
)
一
、
告

γ
余
日

、
吾

滅
後

三
十

年

此

地

有

一一老

僧

見
孫

一
、恢

=
張

吾

道

一去

焉

。
復

上

人
得

度

之

際

先

師

撫

=
上

人

頂

一
、
日

、
擁

=
老

檜
後

一者

禰

欺

、上

人

今

記

得
也

否

、

ー
中

略

-

先

詣

=
龍

翔

祀
師

塔

一、

次

援

齋

=
謁

離

宮

一、

上

皇

析

然

、

接

約

以

二
宏

願
叡

志

一、

師

齋

然
慮

=
聖

旨

一
、

1

申
略

-

上

皇

預

螢

二
微
笑

一
庵

一迎

γ師

、

次
創

=
玉
鳳

院

一
先
遷

=
玉

座

一、

漸
次

、
錐

γ
遷

一一皇

居

於
萩

原

一
敢
爲

=
臨

幸

所

一爾

。

子

γ

時

延

元

丙

子

。



師

一
日

東
装

頂

笠

召

=弼

上
人

一來

也
、

相

携
到

=
風

水
泉

頭

一

碕

=
大

樹

下

一立

一一
談

出

世

始

末

一
了
泊

然

化

去

、

授

翁

遽
告

=

一
衆

一鼻

入
一一丈

室

一、

奉

=
全

身

一擁

一一於
本

山

艮

隅

一、

建

γ
塔

名

一一微

笑

庵

一、

世

壽

八
十

四

、

法

騰

六
十

四

、
告

延

文

五
年

十

二
月

十

二
日

也

。
四
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こ
の
よ
う
に
磨
輝
の
關
山
國
師
別
傳
を
雪
江
の
正
法
山
六
租
傳
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、
少
な
か
ら
ず
異

つ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
、
生

年
が
異

つ
て
い
る
の
で
、
凡
て
二
十
年
の
開
き
が
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
雪
江
の
六
租
傳
に
も
記
さ
れ
ず
、
ま

た
こ
の
六
租
傳
を
考
讃
し
て
、
註
を
し
て
い
る
租
芳
の
樹
下
散
稿
や
此
山
の
考
彙
に
も
な
い
事
柄
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

生
誕
地
を
更
科
と
し
た
の
は
別
傳
の
説
で
あ
る
が
、
父
を
高
家
と
し
た
の
は
樹
下
散
稿
や
考
彙
も
同
じ
で
あ
る
。
生
誕
地
に
關
し
て
は
別

に
こ
れ
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
が
更
科
が
生
誕
地
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
父
を
高
家
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
問
題
が
多
い
。
高
家

の
子
で
あ
る
朝
高
が
明
徳
三
年

(
一
三
八
九
)

一
族
所
領
の
安
堵
を
室
町
幕
府
に
請
願
し
て
い
る
所
謂
明
徳
注
文
の
記
に
よ
れ
ば

一
、
水
内
郡
和
田
郷
井
高
岡
等
之
事

一
、
高
井
郡
吉
田
郷
之
事

㈹

件
所
者
、
延
文
二
年
十
月
二
十
三
日
、
亡
父
永
高
之
時
葬
領
畢

と
あ
り
、
永
高
と
は
高
家
の
法
名
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
朝
高
の
父
永
高
が
延
文
二
年

(
一
三
五
七
)
に

水
内
郡
和
田
郷
蛇
に
高
岡

や
高
井
郡
吉
田
郷
を
葬
領
し
た
と
い
う
か
ら
、
關
山
が
高
家
す
な
わ
ち
永
高
の
子
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
關
山
の
父
高
家
は
。
少
く
と
も
關
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山
が
示
寂
す
る
三
年
前
ま
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
高
家
を
父
と
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
。

雪
江
の
六
租
傳
に
は
高
梨
家
の
暉
宗
胴
依
に
つ
い
て
は
、
具
膿
的
に
は
語

つ
て
い
な
い
。
し
か
し
鷹
輝
の
別
傳

に
は
關
山
の
組
父
は
樵
谷

惟
捲

(信
州
安
樂
寺
)
に
蹄
依
し
、

一
子
を
出
家
さ
し
た
。
こ
れ
す
な
わ
ち
月
谷
宗
忠
で
あ
る
。
月
谷
は
の
ち
大
鷹

に
師
事
し
、
大
鷹
が
太

宰
府
の
崇
頑
寺
に
移
憧
し
た
と
き
興
徳
寺
を
補
し
、
ま
た
興
聖
寺
に
覗
築
し
た
。
こ
の
月
谷
は
の
ち
ま
た
信
州
に
蹄

り
廣
嚴
寺
を
創
め
、
關

山
は
そ
の
童
役
と
な
つ
た
と
誌
し
て
い
る
。
大
鷹
録

(巻
下
)
の
佛
租
贅
に

「
興
聖
月
谷
長
老
」
と
題
し

頭
髪
髪
懸
隻
眼
青

全
提

一
句
得
二
人
憎
一

亀
毛
梯
子
未
一一曾
動
一

凛
々
清
風
匝
地
生

と
い
う
偶
願
が
あ
る
か
ら
、
月
谷
は
大
鷹
に
師
事
し
た
人
で
あ
る
が
、

一
説
に
は
九
州
人
と
も
い
わ
れ
る
か
ら
、
果
し
て
月
谷
は
關
山
の

肉
叔
で
あ
る
か
ど
う
か
は

一
考
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
雪
江
の
六
祀
傳
に
は
父
に
と
も
な
わ
れ
て
鎌
倉
に
行
き
、
亘
編
山

(建
長
寺
)
の
廣
嚴
和
㈲
を
拝
し
て
薙
染
し
た
と
記
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
が
、
鷹
暉
の
別
傳
に
に
大
慮
に
就
い
て
得
度
し
、
恵
眼
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
大
鷹

が
徳
治
二
年

(
一
三
〇
七
)

幕
府
に
迎
え
ら
れ
、
鎌
倉
に
下
向
し
て
建
長
寺
に
住
持
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
別
傳
は
生
年
を
永
仁
五
年
説
を
立
て
る
の
で
あ
る
か
ら

關
山
は
こ
の
と
き
十

一
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
關
山
は
恐
ら
く
大
鷹
に
相
見
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
と
き
は
じ
め
て
關
山
が
得
度

し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
す
で
に
廣
嚴
和
尚
に
つ
き
得
度
し
、
こ
の
と
き
こ
の
大
徳
の
大
鷹
に
つ
き
戒
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
雪
江
よ
り
先
輩
の
根
外
宗
利
が
關
山
の
遺
誠
に
駿
文
を
誌
し

㈹

余
憶
γ之
關
山
租
師
者
、
非
下孫
二受
其
祀
印
一耳
上、
慮
租
剃
度
門
人
而
以
一一遺
意
樋、
椅
二龍
寳
國
師
一。

と
し
て
い
る
。

「
租
芳
は
樹
下
散
稿
に
此
亦
傳
聞
之
異
読
耳
」
と
し
て
い
る
が
、
根
外
は
雲
山
宗
峨
の
嗣
で
あ
り
、
雲
山
は
關
山
の
俗
縁
の

㈹

人
と
い
わ
れ
關
山
の
も
と
で
修
道
し
た
が
許
さ
れ
ず
嗣
法
は
授
翁
宗
弼
に
し
た
人
で
關
山
の
遺
誠
を
成
文
し
た
人

で
あ
る
。
こ
の
駿
文
を
根
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外
が
誌
し
た
の
は

磨
永
二
十
七
年

(
一
四
二
〇
)
で
、

恰
も
妙
心
寺
が
室
町
幕
府
に
堅
迫
さ
れ
て
中
紹
し
た
頃
で
あ
る
。

根
外
が
關
山
や
授

翁
か
ら
聞

い
た
こ
と
を
誌
し
た
と
思
わ
れ
る
が

「鷹
租
剃
度
の
門
人
」
と
す
る
こ
と
は
少
し
作
意
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
徳

治
二
年
大
鷹
が
鎌
倉
に
下
向
し
た
と
き
、

關
山
は
大
磨
に
相
見
し
、

翌
延
慶
元
年

(
一
三
〇
八
)
大
鷹
が
示
寂
す
る
ま
で
そ
の
も
と
で

修
道

し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
得
度
は
す
で
に
し
て
い
た
と
思
う
。

鷹
琿
の
別
傳
に
こ
の
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
根
外
の
遺
誠
駿
文
を
根
豫
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
兎

に
角
慮
暉
は
別
傳
に
お
い

て
始
終
大
鷹
と
結
ん
で
い
る
。
大
畳
暉
師
五
十
回
忌
法
要
の
螢
ま
れ
た
嘉
暦
二
年
に
關
山
は
大
燈
に
参
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は

雪
江
の
六
租
傳
と
は
異

つ
て
い
る
夢
に
大
鷹
老
租
が
現
わ
れ

「
眼
裡
観
=雲
害
一、
懸
崖
山
萬
偲
、
女
見
脚
慌
忙
、
呼
喚
紹
二承
順
一」
と
の

一

偶
を
書
し
た
と
い
い
、

天
源
塔
に
て
か
つ
て
大
鷹
が
授
け
た
封
紙
を
開
け
ば
夢
中
の
物
と
符
節
を
合
わ
す
が
如
く

で
あ

つ
た

と
記
し
て
い

る
。
ま
た
關
山
が
美
濃
伊
深
に
鱈
晦
す
る
と
き
、
勅
使
來

つ
て
先
師
大
燈
の
遺
命
で
あ
る
と
し
て
京
都
に
上
つ
た
の
で
あ
る
が
、
別
傳
に
は

ま
ず
大
燈
を
問
痢
し
大
燈
と
の
鷹
封
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
鷹
が
後
宇
多
上
皇
に
迎
え
ら
れ
て
京
都
安
井
の
鱈
光
庵
に
い
る
頃
、
花
園
の
地

を
指
し
大
燈
に

「
吾
が
滅
後
三
十
年
に
し
て
こ
の
地
に
老
信
の
見
孫
、
道
を
恢
張
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
つ
た
。
そ
し
て
ま
た
大
鷹
は
老
僧
の

後
を
擁
す
る
も
の
は
關
山
か
」
と
い
つ
た
と
い
い
、
そ
し
て
關
山
は
龍
翔
寺

(安
井
)
の
大
鷹
の
租
塔
を
拝
し
て
の
ち
、
花
園
の
離
宮

へ
ゆ

き
花
園
上
皇
に
葬
謁
し
た
よ
う
に
書
か
れ
た
り
、

妙
心
寺
の
開
創
は
延
元
元
年

(
一
三
三
六
)
丙
子
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

大
燈
は
翌
年

の
延
元
二
年

(
一
三
三
七
)
に
示
寂
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
燈
存
命
中
に
妙
心
寺
が
開
創
さ
れ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
磨
暉
の
別
傳
は
關
山
を
大
鷹
と
結
ぶ
こ
と
に
力
を
入
れ
て
記
述
さ
れ
、

と
き
に
は
聯
秘
的
な
表
現
を

あ
え
て
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
勅
使
が
關
山
を
探
し
て
伊
深

へ
ゆ
く
と
き
籏
家
に
占
考
を
依
頼
し
果
し
て
關
山
を
探
し
出
す
こ
と
が
出
來
た
の
で
、
後
日
そ

の
易
者
の
も
と
へ
行
き
謝
詞
を
述
べ
た
。
そ
の
と
き
易
者
の
い
う
に
は
、

先
公
來
之
前
夜
有
=
一
箇
老
曾

一、
夢
示
=委
曲
一、
僕
問
一一其
名
一、
答
日
我
是
西
京
龍
翔
之
信
、
厭
翌
旦
龍
翔
知
事
尋
一一僕
茅
舎

一來
。
低
聲
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告

γ
僕

日
、

我

寺

開

租
之

際

抵

二
今

日

一、

隠

然

不

〆
見
、

將

爲

レ
賊

乎

、
將

爲

二
遊
化

一欺

。

僕

印

察

=
夢

事

一答

日

、

是

遊
化

也

、

當

累
期

=
四

五

㈹

日
一還
來
上
、
他
日
知
事
復
來
謝
ン僕
日
、
占
考
甚
奇
、
其
像
還
來
、
瞭
然
如
γ本
突

と
い
つ
た
よ
う
な
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
別
傳
に
は
雪
江
の
六
租
傳
に
記
さ
れ
て
い
な
い
信
仰
心
の
篤
か
つ
た
高
梨
家
の
こ
と

や
、
大
慮
國
師
を
は
じ
め
月
谷
、
物
外
、
亘
山
、
伯
庵
等
の
諸
老
宿
に
参
輝
し
た
こ
と
な
ど
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大
懸
が
二
十
年
後
の
識

記
を
與
え
た
り
、

關
山
の
投
機
の
偶

「
雲
門
關
鎖
太
孤
紹
、
萬
偲
懸
崖
撒
レ手
難
、

活
路
通
庭
無
二小
語
一、

看
看
大
道
是
長
安
」
、
や

花
園

上
皇
か
ら
詩
章
を
賜

つ
た
こ
と
な
ど
、
他
の
書
に
誌
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

磨
縄
の
關
山
國
師
別
傳
に
は
、
素
朴
な
關
山
傳
を
補
う
こ
と
が
出
來
る
よ
う
な
記
述
は
さ
れ
て
い
る
が
、
出
擦
を
示
し
て
い
な
い
か
ら
信

慧
性
が
な
い
。
祀
芳
は
こ
の
別
傳
を
樹
下
散
稿
の
中
に
牧
め
、
次
の
よ
う
な
識
語
を
末
尾
に
誌
し
て
い
る
。

關
山
國
師
別
傳
、
泉
州
泉
光
寺
古
漢

(宗
符
)
座
元
投
γ芳
來
、
今
爲
レ之
。

駿
州
蒲
原
龍
雲
寺
慮
暉
座
元
所
一一録
出
一也
。

芳
按
件
々
所
γ

記
不
γ知
γ壕
=何
古
記
一、
全
不
γ載
=出
擦
一。
古
云
、
言
不
γ渉
一一典
章

一非
一一君
子
所
談
一。
若
不
γ渉
二典
章

一則
総
是
無
稽
之
言
、
不
γ足
γ

取
。
錐
γ然
正
法
山
六
租
傳
等
不
γ載
之
事
、
皆
未
聞
之
談
。
是
故
篤
留
γ之
云
。

⑲

租
芳
識

こ
の
よ
う
な
關
山
國
師
別
傳
を
論
擦
と
し
て
妙
心
寺
史
が
著
述
さ
れ
て
以
來
關
山
の
世
壽
六
十
四
歳
読
を
主
張
す
る
著
述
が
い
で
、
恰
も

世
壽
八
十
四
歳
読
は
妙
心
寺
の
傳
承
に
過
ぎ
な
い
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
與
え
て
き
た
。
繹
宗
編
年
史
の
著
者
白
石
芳
留
氏
も

「從
來
、
關

山
の
世
壽
に

(正
法
山
誌
、
高
梨
系
譜
)
及
び
梅
峯
卍
元
の
八
十
四
歳
説
と

(關
山
別
傳
)
の
六
十
四
歳
説
の
二
あ
り
。
若
し
前
者
を
採
ら

ば
這
の
俊
傑
關
山
に
し

て

五
十
歳
ま
で
未
徹
了
た
り
し
が
如
く
、

且
つ
關
山
十

一
歳
剃
度
の
時

(弘
安
十
年
と
爲
る
故
)
其
師
大
燈
は
僅

に
六
戯
、
又
南
浦
は
鎌
倉
に
在
ら
ず
、
太
宰
府
崇
幅
寺
に
住
在
し
、
其
よ
り
十
八
年
後
に
奉
詔
入
洛
せ
し
は
事
實
也
、
故
に
關
山
を
永
仁
五

㈲

年
生
れ
と
し
、
大
燈
よ
り
十
五
歳
齢
少
く
、
世
壽
六
十
四
歳
説
を
免
當
な
り
と
す
べ
き
か
」
と
論
考
す
る
に
い
た

つ
た
。



し
か
し
こ
れ
は
上
來
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
永
仁
五
年
生
誕

(世
壽
六
十
四
歳
)
説
を
立
て
る
鷹
縄
の
關
山
國
師
別
傳
な
る
も
の
が
信
慧

性
乏
し
く
、
江
戸
初
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も
し
雪
江
の
正
法
山
六
租
傳
と
異
る
こ
と
を
誌
す
な
ら
出
擦
を
示
し
て
論
述
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
。
そ
し
て
疑
惑
を
生
じ
た
問
題
黙
の

「年
垂
=
三
十
一適
値
二建
長
開
山
忌
一」
は
寛
永
版
法
山
六
租
傳
の
誤
り
で
、
租
芳
の
六
租
傳

別
考
に
よ
れ
ば
祀
芳
の
頃
に
は
現
在
し
た
妙
心
寺
塔
頭
大
雄
院
に
所
藏
さ
れ
た
慶
長
五
年
の
古
窩
本
に
は

「
三
十
」
は

「
五
十
」
と
な
つ
て

い
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
關
山
は
、
嘉
暦
二
年
、
五
十

一
歳
の
と
き
古
今
稀
れ
に
み
る
英
蟹
漢
大
燈
に
参
暉
す
る
因
縁
が
熟

し
た
も
の
で
あ
り
雪
江
の
六
租
傳
に
記
す
よ
う
に
關
山
は
延
文
五
年
、
世
壽
八
十
四
歳
を
以
て
示
寂
し
、
建
治
三
年

を
以
て
關
山
の
生
誕
し

た
年
次
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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(13)(12(11)(10)(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)註

正
法
山
六
租
傳

妙

心
関
山
玄
輝
師
の
章

信
濃
名
曾
略
傳
集

(
阿
部
芳
春
著
)
六
十
六
頁
参
照

日
本
輝
宗
史

(
林
岱
雲
著
)
六
〇
四
頁

妙

心
寺
六
百
年
史

(天
咄
接

三
編
)

七
二
頁

同

上

五
三
頁

法
山
六
傳
考
彙
妙
心
關
山
玄
揮
師

の
章

(
窩
本
)

樹
下
散
稿

(
漢
興
租
芳
撰
)

(
鳥
本
)

法
山
六
傳
考
彙

(此
山
玄
淵
撰
)
妙

心
關
山
玄
騨
師
の
章

同

上

標
註
略
例

祀
芳
首
座

の
著

で
内
題
は

「
法
山
六
租
傳
考
」
と
な

つ
て
い
る
。

法
山
六
傳
考
彙

標
註
略
例

六
租
傳
別
考

同

上

篤
本

(20)(19ウ (18}(17)(16)(15)(14)

本
朝
高
曾
傳
巻

二
九
、
京
兆
正
法
山
妙
心
寺
沙
門
慧
玄
傳

信
濃
史
料
巻
七
、
明
徳
三
年

三
月
の
條

正
法
山
誌
巻
四

騨
學
研
究
四
六
號
拙
稿
關
山
慧
玄
輝
師
遺
誠

に
つ
い
て

關
山
國
師
別
傳

(樹
下
散
稿
所
牧
)

樹
下
散
稿

輝
宗
編
年
史
三
〇
〇
頁


